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主
な
内
容

二町谷(ふたまちや)の漁港
　三浦半島の南端、三崎と油壷の中間にある小さな
港です。観光客でにぎわう三崎漁港から程近くです
が、人影はまばらで穏やかに水面が揺れ、小さな漁
船が並ぶ光景に癒されます。晴れた日には相模湾の
向こうに箱根や伊豆、富士山を望むこともでき、夕
日もまた格別です。近くには、神奈川県指定天然記
念物である漣痕（れんこん：波調層）とよばれる貴重
な地層を見ることもできます。
◆アクセス： 京急「三崎口駅」から京急バス三61浜諸磯（は

もろいそ）行きで約20分、二町谷下車すぐ
◆写真提供：SWCC健康保険組合

令和7年8月
335第 号

●誌上録音室 第165回総会を開催

● 講習会・セミナーを開催 県外にも広がる「活動の輪」

● 新入職員からのひと言 頑張る私たちに
温かいまなざしを！

● 組合訪ねある記 アンリツ健康保険組合
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神
奈
川
連
合
会
74
組
合
全
体
の
令
和
6
年

度
決
算
見
込
み
（
速
報
値
）
は
、
経
常
収
入

４
、７
６
０
億
円
、
経
常
支
出
４
、８
４
０
億
円

で
あ
り
、
経
常
収
支
で
マ
イ
ナ
ス
80
億
円
の
赤

字
見
通
し
で
す
。
前
年
度
決
算
の
マ
イ
ナ
ス

１
１
０
億
円
よ
り
改
善
し
た
も
の
の
、
依
然
、

大
き
な
赤
字
を
抱
え
て
着
地
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

収
入
・
支
出
の
前
年
度
か
ら
の
変
化
を
見
る

と
、
経
常
収
入
は
１
４
０
億
円
・
３
％
の
上
昇

と
な
り
、
こ
れ
は
各
社
の
総
報
酬
が
、
経
済
の

好
循
環
で
増
額
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
も
の
と

見
ら
れ
ま
す
。経
常
支
出
は
１
０
０
億
円
・
２
％

の
増
加
で
、保
険
給
付
費
は
ほ
ぼ
変
化
が
な
く
、

納
付
金
が
６
％
も
伸
び
た
こ
と
が
特
記
さ
れ
ま

す
。平

均
保
険
料
率
は
前
年
度
の
91
・
44
‰
に
対

し
て
91
・
47
‰
と
、
ジ
リ
ジ
リ
と
増
え
て
お
り
、

い
よ
い
よ
１
０
０
‰
と
い
う
3
ケ
タ
を
見
据
え

る
状
況
で
す
。
赤
字
組
合
数
は
前
年
度
の
48
組

合
か
ら
38
組
合
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
全
体
の
約
半
数
が
赤
字
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
た
組

健
保
組
合
を
取
り
巻
く
状
況
は

ま
さ
に
降
り
出
し
そ
う
な
曇
り
空 神奈川連合会

篠原会長
神奈川連合会
篠原会長
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被
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者
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の
適
用
拡
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で
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負
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軽
減
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ど
を
求
め
る

健保連本部
鷹野総務理事
健保連本部
鷹野総務理事

情勢報告情勢報告
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携
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54
連
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令和6年度事業報告令和6年度事業報告

合
は
前
年
度
の
７
組
合
か
ら
９
組
合
に
増
え
、

一
方
で
引
き
下
げ
た
組
合
は
４
組
合
か
ら
２
組

合
に
減
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
赤
字
組
合
数
の
減

少
に
つ
な
が
っ
た
と
見
て
と
れ
ま
す
。

健
保
組
合
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま
さ
に
降

り
出
し
そ
う
な
曇
り
空
で
あ
り
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。「
１
０
６
万
円
の
壁
の
改
革
」

の
な
か
で
、
短
時
間
労
働
者
の
保
険
料
負
担
に

つ
い
て
、
保
険
者
が
一
部
肩
代
わ
り
す
る
法
案

が
出
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」

に
つ
い
て
は
代
行
徴
収
と
は
い
え
、
確
実
に
健

保
組
合
の
業
務
が
増
え
る
状
況
で
す
。「
医
師

偏
在
対
策
」
は
今
国
会
で
は
見
送
り
に
な
り
ま

し
た
が
、
財
源
に
つ
い
て
は
健
保
組
合
か
ら
徴

収
す
る
案
が
あ
り
ま
す
。「
出
産
費
用
の
保
険

適
用
」
で
は
、
保
険
を
適
用
す
る
だ
け
で
は
済

ま
ず
、
財
布
の
要
ら
な
い
出
産
と
い
う
話
も
出

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
重
く
垂
れ
込
め
た
曇
り
空
の
よ

う
な
厳
し
い
健
保
環
境
の
な
か
で
、
健
保
組
合

の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
う
べ
く
、
厚
生
労
働

省
に
対
し
主
張
す
べ
き
は
主
張
し
、
一
方
で
政

治
の
世
界
で
は
、
我
々
の
政
治
団
体
で
あ
る
健

政
連
（
健
康
保
険
政
治
連
盟
）
を
通
じ
て
、
政

治
家
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

間
断
な
く
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。本

日
の
総
会
は
私
ど
も
神
奈
川
連
合
会
の

相
互
の
結
束
の
価
値
、
連
帯
の
絆
を
確
認
す
る

場
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
健
康
保
険
を
し
っ

か
り
育
て
て
い
く
、
い
わ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
社
会

保
険
を
目
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
固
い
決

意
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第165回神奈川連合会総会が6月25日（水）にホテルプラムで開催され、全74組合中、67組合の出席を得て
成立しました。
神奈川連合会の篠原会長の挨拶に続いて、来賓の全国健康保険協会神奈川支部・長野支部長（田島企画総務

部長代読）、社会保険診療報酬支払基金神奈川審査委員会事務局・福島事務局長が挨拶し、健保連本部の鷹野総
務理事が情勢報告を行った後に議事に入り、令和6年度事業報告、収入支出決算などについていずれも可決・承
認されました。また、6年度会計監査結果について報告があり、議事終了後には永年勤続表彰式が開催されました。

第165回　神奈川連合会総会を開催
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き
。
ま
た
、そ
の
財
源
は
国
が
手
当
て
す
べ
き
。

以
上
を
踏
ま
え
、
公
費
（
国
庫
補
助
）
に
よ
る

対
応
や
、
事
業
主
・
健
保
組
合
の
事
務
負
担
の

軽
減
、
シ
ス
テ
ム
改
修
の
費
用
な
ど
を
求
め
て

い
く
」
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
に
つ
い
て
は
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」
の
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
お

い
て
、「
歳
出
改
革
と
賃
上
げ
に
よ
っ
て
実
質

的
な
社
会
保
険
負
担
軽
減
の
効
果
を
生
じ
さ

せ
、
そ
の
範
囲
内
で
支
援
金
制
度
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ

と
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
石
破
総
理

に
な
っ
て
か
ら「
実
質
的
な
負
担
が
生
じ
な
い
」

と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
の
で
心
配

で
す
。
そ
の
た
め
の
１
つ
の
ピ
ー
ス
が
、
高
額

療
養
費
制
度
の
見
直
し
で
し
た
が
見
送
ら
れ
、

負
担
に
関
し
て
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証

「
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
」
が
か
な

り
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。私
ど
も
と
し
て
は
、

政
府
が
責
任
を
も
っ
て
「
電
子
証
明
書
の
期
限

切
れ
」
に
つ
い
て
、
広
報
に
努
め
る
よ
う
強
く

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
ポ
ス
ト
２
０
２
５
健
保
組
合
の
提
言

提
言
で
は
「
厳
し
い
状
況
を
知
っ
て
く
だ
さ

い
」「
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
」「
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
の

３
つ
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で

「
健
診
受
診
を
働
き
か
け
ま
す
」「
丁
寧
な
保
健

指
導
を
実
施
し
ま
す
」「
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
ま
す
」「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
推
進
し
ま
す
」

の
４
つ
の
約
束
を
し
、
さ
ら
に
５
つ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
も
取
り
組
み
ま
す
、
と
い
っ
た
内
容
と

し
て
い
ま
す
。

本
日
の
情
勢
報
告
は
以
下
３
点
で
す
。

●
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
等

制
度
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
「
年

齢
区
分
の
基
準
の
引
き
上
げ
」
や
「
後
期
高
齢

者
の
現
役
並
み
所
得
者
の
範
囲
の
拡
大
」
を
主

張
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
70
歳
以
上
を
高
齢
者

と
し
、
65
〜
69
歳
は
現
役
世
代
と
し
て
支
え
る

側
に
回
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
医
療
費
の
構

造
を
変
え
自
己
負
担
も
変
え
る
わ
け
で
す
。
高

齢
者
人
口
の
増
え
方
、
健
康
な
高
齢
者
の
働
く

状
況
な
ど
を
考
え
る
と
、
今
か
ら
手
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
・
年
収
の
壁
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、「
手
取
り
減
少
の
補
填
に

他
の
被
保
険
者
の
保
険
料
を
充
て
る
も
の
で
あ

り
、公
平
性
の
観
点
等
か
ら
問
題
が
あ
る
」「
事

務
負
担
が
非
常
に
大
き
く
、
特
に
小
規
模
事
業

所
の
多
い
総
合
健
保
組
合
へ
の
影
響
が
大
き
い

と
見
込
ま
れ
る
」
こ
と
か
ら
、
当
面
の
対
応
方

針
と
し
て
「
こ
の
特
例
措
置
の
事
務
負
担
・
財

政
負
担
と
も
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
特
例

措
置
を
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
医
療
保
険
と

厚
生
年
金
保
険
は
同
様
の
取
り
扱
い
と
す
べ

健
保
組
合
を
取
り
巻
く
状
況
は

ま
さ
に
降
り
出
し
そ
う
な
曇
り
空 神奈川連合会

篠原会長
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篠原会長
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保
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の
適
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ど
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都
道
府
県
連
合
会
の
連
携
強
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延
べ
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連
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令
和
６
年
度
は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同

時
改
定
を
は
じ
め
健
保
組
合
に
影
響
の
あ
る
国

の
重
要
な
施
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
概
要
が
決
定
し
た

年
度
で
あ
り
、
12
月
に
は
保
険
証
の
新
規
発
行

が
停
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
健
保

連
の
主
張
や
議
論
の
進
捗
な
ど
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
と
共
有
が
重
要
と
考
え
、
会
議
や

委
員
会
、部
会
な
ど
に
お
い
て
き
め
細
か
く「
情

勢
報
告
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
秋
の
講
演
会
」
は
進
化
の
著
し
い
Ａ
Ｉ
を

健
保
組
合
を
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巻
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る
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道
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連
合
会
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携
強
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連
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取
り
上
げ
、
会
場
と
W
E
B
配
信
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
「
都
道
府

県
連
合
会
の
連
携
強
化
」
の
取
り
組
み
と
し
て

新
設
さ
れ
た
助
成
金
を
積
極
活
用
し
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
の
講
習
会
な
ど
は
他
連
合
会
に
も
参

加
案
内
し
、
延
べ
54
連
合
会
・
２
９
９
健
保
組

合
・
３
５
５
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
保
組
合
の
共
通
課
題
に
対
し
て
は
「
広

報
・
組
合
業
務
推
進
・
医
療
費
対
策
・
健
康
開

発
事
業
の
４
つ
の
委
員
会
」
を
中
心
に
取
り
組

み
、
計
画
通
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
方
、「
県
医
師
会
・
病
院
協
会
及
び
県
柔

道
整
復
師
会
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
、

自
治
体
が
主
導
す
る
健
康
増
進
活
動
で
は
、「
県

保
険
者
協
議
会
」「
県
保
健
医
療
計
画
推
進
会

議
」「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

議
員
へ
の
要
請
活
動
は
、
健
保
連
全
国
大
会

後
に
４
名
の
支
援
議
員
に
対
し
て
要
請
活
動
を

行
っ
た
ほ
か
、
自
民
党
の
「
国
民
皆
保
険
を
守

る
国
会
議
員
連
盟
」
総
会
に
本
部
役
員
と
共
に

出
席
し
ま
し
た
。

令和6年度 神奈川連合会
収入支出決算概要

（単位：千円）

区分 決算 予算 過不足

収

入

1. 会費 50,914 50,309 605

2. 繰入金 5,080 14,812 △9,732

3. 交付金 20,066 25,613 △5,547

4.  被用者保険運営円
滑化推進事業助成
金受入

14,474 14,474 0

5. 雑収入 672 695 △23

計 91,206 105,903 △14,697

支

出

1. 事務所費 50,215 51,481 △1,266

2. 会議費 3,199 3,727 △528

3. 事業費 20,921 35,221 △14,300

4.  被用者保険運営円
滑化推進事業費 14,474 14,474 0

5. 積立金 0 300 △300

6. 雑支出 156 200 △44

7. 予備費 0 500 △500

計 88,965 105,903 △16,938

差　　引　　残 2,241 0 2,241
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総会後、神奈川連合会永年勤続表彰式が行われました。代表者への表彰状と記念品の贈呈後、篠原会長からの式
辞に対し、被表彰者を代表して市光工業健保組合の匂坂年男氏が謝辞を述べられました。

日産自動車健康保険組合
相川 陽子さん

後期高齢者医療制度がスタート
する際に、短期間の派遣で健保組
合に入ったのが始まりで、当初こ

んなに長く勤めるとは思ってもいませんでした。表彰の
お話を伺ったときはとてもうれしく、支えていただいた
皆さんに感謝の気持ちでいっぱいになりました。健保組
合の本部で適用・給付の業務や事業部などを経験し、現
在は本社地区の診療所に勤務して主に健診業務を行って
います。
健保組合や各種制度について何も知らずに入ってき

て、パソコンも初級程度で何もできないところを周囲の
方々に助けられ、今日を迎えられたので、その都度いろ
いろ大変でしたが、事業部での健診施設との契約や加入
者向け案内の冊子づくりは、大きな仕事をやり遂げた気
持ちになれました。
加入者の方とのやりとりは、以前は電話やメールが多

かったのですが、診療所に異動してからは直接顔を合わ
せてやりとりする業務になり、人と接することが嫌いで
はない自分に「合っている」と思っています。
健保組合の業務を通じ、健康の重要さを痛感するよう

になり、食事に気を配ったり、ウェアラブルデバイスな
ども使ってできるだけ歩くようにしています。「100キロ
ウォーク」にはグループで参加して、みんなで少しでも
上位にいけるように歩いています。
今、若い方と一緒にお仕事ができることをとてもうれ

しく思っています。今後は少しですが、自分の知識や経
験をできるだけ周りの若い方たちに伝えていけたら、と
思っています。

ナイスグループ健康保険組合
長峰 岳徳さん

今回、表彰の場をつくっていた
だいた神奈川連合会の皆さま、い
ろいろな情報交換をしてくださる
川崎部会の皆さま、そして日ごろの業務を支えてくれる
当健保組合の皆さま……本当にすべての皆さまに感謝し
かありません。
2009年に母体企業から健保組合に異動になり、14年か

ら常務理事に就いています。この間、いろいろなことがあ
りました。健保組合に求められるものが、保険から保健
へ軸足が移り、15年度からはデータヘルス計画に基づい
た保健事業の実施が求められるようになりました。また、
マイナンバーの導入により保険証が廃止になりました。
神奈川連合会のなかでは、14年に部会の再編がありま

した。当健保組合は横浜部会から川崎部会に編入されま
したが、温かく迎えていただきました。別の部会に編入
された健保組合の方々とは、今も交流が続いており「人
の縁」を感じます。
私は52歳のときに脳梗塞を発症しました。健保組合へ

の異動はその２年後だったため、保健事業に本気で取り
組むことができました。保健事業をこれまでやってきて、
「自分の健康は自分で守るしかない」と思います。「自分
の体の状態を知って、必要な手入れや節制をする」「体
の変化にいち早く気づいて手を打つ」、この２つが重要
だと感じています。
健保組合を取り巻く環境は、大きな変革期の中にあり

ます。年齢的にも、今後それほど長い期間現職を続ける
ことはないだろうと思いますが、在職している限りは健
保組合の事業運営に尽力したいと考えています。

永年勤続表彰を受けて永年勤続表彰を受けて

健保組合名 被表彰者名
富士通 宮 川　 玲 子
神奈川県プラスチック事業 森　 伊 津 美
ナイスグループ 長 峰　 岳 徳
ナイスグループ 福島 久美子
ミツトヨ 佐々木 章雄
労働者健康安全機構 福 田　 智 之
労働者健康安全機構 藤 井　 広 平
労働者健康安全機構 村 山　 綾 香
日産自動車 馬 場　 美 佐
日産自動車 相 川　 陽 子
神奈川県医療従事者 森　 友 宏
神奈川県石油業 植 栗　 正 光

健保組合名 被表彰者名
丸全昭和運輸 石 川　 健 一
ＥＮＥＯＳグループ 藤 島　 芳 明
富士フイルムグループ 岩 城　 美 香
富士フイルムグループ 及 川　 安 子
富士フイルムグループ 今 井　 朋 子
富士フイルムグループ 関　 祐 介
富士フイルムグループ 五十嵐 圭子
富士フイルムグループ 小島 真由美
富士フイルムグループ 橋 本　 美 夫
市光工業 匂 坂　 年 男
市光工業 犬 束　 朝 子
アンリツ 留分 美世子

15年以上勤続24名【敬称略、健保組合略】

令和7年度  神奈川連合会永年勤続表彰令和7年度  神奈川連合会永年勤続表彰
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冒
頭
、
組
合
業
務
推
進
委

員
会
の
板
倉
委
員
長
が
「
安

心
も
健
康
も
当
た
り
前
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
当
た
り
前

が
い
か
に
難
し
い
こ
と
か
を

私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
験

し
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の
当

た
り
前
を
守
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
に
尽
力
す
る
の
が
健

保
組
合
で
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

講
習
会
で
は
、「
社
会
保

険
制
度
」「
健
康
保
険
組
合
」「
健
康
保
険
組
合
の
業
務
」
に
つ

い
て
片
桐
委
員
が
説
明
し
、
法
律
や
施
行
令
、
施
行
規
則
な
ど

の
解
説
で
「
条
文
の
読
み
方
で
つ
ま
ず
い
た
ら
、
カ
ッ
コ
を
外

し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
施
行
規
則
な
ど
を
読
み
慣
れ
れ
ば
、

何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
良
い
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
助
言
し
ま
し
た
。「
保
健
事
業
」

に
つ
い
て
は
堤
事
務
局
長
が
説
明
し
、「
国
民
の
健
康
の
保
持
・

増
進
を
図
る
こ
と
は
、
日
本
の
成
長
に
関
す
る
国
の
重
要
な
施

策
で
す
。そ
の
取
り
組
み
は
ま
さ
に
保
健
事
業
の
領
域
で
あ
り
、

国
の
施
策
や
そ
れ
に
伴
う
法
の
制
定
・
改
正
に
、
ぜ
ひ
関
心
を

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
）

「
当
た
り
前
」を
守
る
た
め
に

尽
力
す
る
の
が
健
保
組
合

「
当
た
り
前
」を
守
る
た
め
に

尽
力
す
る
の
が
健
保
組
合

新
入
職
員
講
習
会

5／13

（
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
き
れ
ば
、

不
正
状
況
が
客
観
的
に
明
ら
か
に

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
き
れ
ば
、

不
正
状
況
が
客
観
的
に
明
ら
か
に

柔
整
等
療
養
費
講
習
会

5／22

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

健
康
経
営
を
推
進
す
る

事
業
主
と
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
ヘル
ス
を

健
康
経
営
を
推
進
す
る

事
業
主
と
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
ヘル
ス
を

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

6／11

持
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

医
療
費
対
策
委
員
会
に
よ
る
こ
の
講
習
会
に
つ
い
て
、
篠
原

会
長
は
「
不
正
が
横
行
し
て
い
る
柔
整
問
題
に
ま
ず
は
関
心
を

持
ち
、
課
題
に
ア
ク
セ
ス
し
、
各
健
保
組
合
の
状
況
が
許
す
限

り
可
能
な
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
思
い
で
開

催
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
を
行
っ
た
健
保
連
本
部
政
策
部
の
鈴
木
担
当
部

長
は
「
療
養
費
に
関
す
る
問
題
を
主
張
す
る
に
は
エ
ビ
デ
ン
ス

が
必
要
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
可
能
に
な
れ
ば
広
く
分
析

が
で
き
、
わ
れ
わ
れ
が
肌
感
的
に
感
じ
て
い
る
不
正
の
状
況
も

客
観
的
に
明
ら
か
に
な
り
ま

す
」
と
述
べ
、
柔
整
療
養
費

の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
関
し

て
「
何
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
か
、
こ
れ
か
ら
何
を
検

討
し
て
い
く
の
か
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
堤
事
務
局
長
と
石

田
課
長
が
、
神
奈
川
連
合
会

の
「
令
和
７
年
度
柔
整
等
療

養
費
適
正
化
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
説
明
し
、
堤
事
務

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
）

「
当
た
り
前
」を
守
る
た
め
に

尽
力
す
る
の
が
健
保
組
合

「
当
た
り
前
」を
守
る
た
め
に

尽
力
す
る
の
が
健
保
組
合

新
入
職
員
講
習
会

5／13

（
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
き
れ
ば
、

不
正
状
況
が
客
観
的
に
明
ら
か
に

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
き
れ
ば
、

不
正
状
況
が
客
観
的
に
明
ら
か
に

柔
整
等
療
養
費
講
習
会

5／22

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

健
康
経
営
を
推
進
す
る

事
業
主
と
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
ヘル
ス
を

健
康
経
営
を
推
進
す
る

事
業
主
と
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
ヘル
ス
を

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

6／11

局
長
が
「
神
奈
川
連
合
会
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

健
康
開
発
事
業
委
員
会
で

は
、
昨
年
度
ま
で
の
健
康
企

業
宣
言
事
業
説
明
会
に
代

わ
っ
て
、「
健
康
経
営
優
良

法
人
２
０
２
５
」
認
定
企
業

の
取
り
組
み
事
例
紹
介
を
含

む
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、「
健
康
企
業
宣
言
事

業
・
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
６
概
要
」
に
つ
い
て

は
、
説
明
動
画
を
イ
ン
ト
ラ

で
公
開
し
ま
し
た
。

初
め
に
上
野
委
員
長
は
「
健
保
組
合
は
効
果
的
・
効
率
的
な

保
健
事
業
の
た
め
に
、
健
康
経
営
を
推
進
す
る
事
業
主
と
積
極

的
に
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
経
済
産
業
省
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
課
の
山
崎
課
長
補

佐
が
「
こ
れ
か
ら
の
健
康
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行

い
、
そ
の
な
か
の
「
女
性
の
健
康
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
」

の
解
説
を
受
け
、
堤
事
務
局
長
が
神
奈
川
連
合
会
と
し
て
、
共

同
事
業
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
横
浜
機
工
㈱
（
日
本
発
条
健
保
組
合
）、
㈱
ネ
オ

ジ
ャ
パ
ン
（
首
都
圏
デ
ジ
タ
ル
産
業
健
保
組
合
）、
川
本
工
業

㈱
（
神
奈
川
県
建
設
業
健
保
組
合
）、
㈱
Ｋ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
（
Ｋ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
健
保
組
合
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
事
例
を

紹
介
し
、
最
後
に
神
奈
川
連
合
会
か
ら
健
康
企
業
宣
言
事
業
参

加
事
業
所
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
健
康
経
営
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
竹
本
氏
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
）

「
当
た
り
前
」を
守
る
た
め
に

尽
力
す
る
の
が
健
保
組
合

「
当
た
り
前
」を
守
る
た
め
に

尽
力
す
る
の
が
健
保
組
合

新
入
職
員
講
習
会

5／13

（
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
き
れ
ば
、

不
正
状
況
が
客
観
的
に
明
ら
か
に

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
き
れ
ば
、

不
正
状
況
が
客
観
的
に
明
ら
か
に

柔
整
等
療
養
費
講
習
会

5／22

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

健
康
経
営
を
推
進
す
る

事
業
主
と
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
ヘル
ス
を

健
康
経
営
を
推
進
す
る

事
業
主
と
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
ヘル
ス
を

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

6／11

県
外
の
連
合
会
か
ら
も
多
数
参
加

県
外
の
連
合
会
か
ら
も
多
数
参
加

広
が
る
「
活
動
の
輪
」

広
が
る
「
活
動
の
輪
」

講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

令
和
７
年
５
月
・
６
月
に
「
新
入
職
員
講
習
会
」「
柔

整
等
療
養
費
講
習
会
」「
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
開
催
で
は
参
加
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
は
県
外
の
連
合
会
か
ら
も
多
数
の
関
係
者

が
参
加
し
、「
活
動
の
輪
」
が
広
が
る
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

▲片桐委員による新入職員講習会

▲鈴木担当部長による基調講演

▲山崎課長補佐による基調講演



（6）

　去る5月13日（火）、新入職員講習会が開催され、25組合46
名の方々が参加されました。終了後、皆さまより今後の抱負や
自己PRなど、「ひと言メッセージ」をいただきました（敬称略）。
※掲載に当たり編集作業を行っています。

頑張る私たちに
温かいまなざしを！

新入職員

からのひと言

▲新入職員講習会に参加された皆さま

KTグループ（健）
池田　梓

研修を今後の業務に活
かし、資料も実務で活
用したいです。

ウシオ電機（健）
大木　めぐみ

スマートウォッチで、歩数や
ヨガの消費カロリーを計測す
るのが最近楽しみです。

ウシオ電機（健）
濵田　美奈

講習会を業務に活かしたいで
す。趣味でバレーボールを息
子とやろうと思っています。

ナイスグループ（健）
辻　雅代

講習についていくのが難し
かったですが、早く用語に
も慣れたいです。

東芝（健）
内木　千絵

被保険者等が安心して働き
健康となることで、健保財
政の安定化も目指します。

富士通ゼネラル（健）
中谷　真美

３カ月未満の未経験者で
す。しっかり業務を覚えた
いと思います。

富士通（健）
高須　有佳子

趣味はキャンプです。資料
を読み返して、今後の業務
に活かしたいです。

富士通（健）
師岡　彩

「あたりまえ」にある制度
を、これからも「あたりま
え」に受けられるよう引き
継いでいきたいです。

富士通（健）
瀬田　友美

皆さんがご自身の健康に関心
を持たれるよう、まずは自分の
生活改善に挑戦しています。

富士通（健）
長谷山　昌子

法律の背景を含めて、
正しく把握して業務を
行いたいです。

富士通（健）
萩原　みずほ

役立つ情報を多くいただ
いたので、今後の業務に
活かして頑張ります。

富士通（健）
濱田　裕子

業務を通して被保険者の
安心・安全の助けとなるよ
う努める。

労働者健康安全機構（健）
石丸　悟

これからもていねいに日々の業
務に向き合っていきたい。

労働者健康安全機構（健）
平木　史織

心身共にすこやかにすごし、
仕事に社会に還元していきた
いです。

アルファ（健）
森　かおり

適用・給付は的確に行い、
保健事業は昨年、健康経営
エキスパートアドバイザーを
取得したので、事業主とのコ
ラボヘルスを推進し、健康保
持・増進に寄与したいです。

そごう・西武（健）
塚田　登

健康を推進する立場なの
で、まずは自分が健康で
あることを意識します。

横浜港運（健）
森山　千佳

被保険者の皆さま、お一
人お一人の健康に寄与で
きるよう精進します！首都圏デジタル産業（健）

吉田　舞
わからないこともたくさんありま
すが、健康を社会保険の面から
支えられるよう頑張ります。

首都圏デジタル産業（健）
山本　加奈

先輩方のように知識や経験を
蓄積して、必要な時に対応でき
るようになりたいです。好きな
お酒はビールと日本酒です！

首都圏デジタル産業（健）
小林　香穂

毎日多くのことを学びながら
働いています。猫と推しに癒し
をもらいつつ頑張ります！

首都圏デジタル産業（健）
倉島　祐美子

健保業務は慣れるのに苦労し
ますが、やりがいを感じます。
楽しみを見つけながら続けて
いきたいです！

上野グループ（健）
木村　紅美

健康は日々の積み重ね。
ちょっとした意識を持っ
て、仕事も頑張っていき
たいです。

神奈川県医療従事者（健）
久保田　陽子

健保の仕事への理解を深めて、
加入者の健康保持増進に役立
ちたいです。

日産自動車（健）
栗原　香織

1つでも多くの知識を
取得し、健保業務に
役立てられるよう日々
努力したいです。

日産自動車（健）
五十嵐　萌美

勉強の毎日です。早く皆
さんから頼られる職員に
なるよう頑張ります！

日産自動車（健）
工藤　保美

今日は勉強になりました。
このテキストを扶養認定
などに役立たせていただ
きます。法令遵守の業務
を実施します。

日新（健）
小川　悠

これからよろしくお
願い致します。

ミクニ（健）
染谷　朋子

今までの社会人経験の中
で、あまり関係のなかった
業種で、戸惑うことも多い
ですが、講習を役立てて確
実に業務を進めます。

市光工業（健）
志田　哲也

社会の公僕としての意識を持
ち、役割を果たしていきたい。

市光工業（健）
湊　翔平

自己PRは物腰のやわらか
さ、趣味はスポーツ観戦で
す。未経験な分野ですが
頑張ります。

神奈川県協同（健）
橋本　皐佑

加入者に対して、中長期的な健
康保持ができるよう手助けをし
たいです。多くの知識を身につ
けて、結果的に地域、国の貢
献につながればと考えます。

東プレ（健）
枦木　祥

早く一人前になれるよう
精進します。趣味は家
族でアウトドアです。

富士フイルムグループ（健）
山口　聖子

加入者の健康と安心を支える立
場として、制度の知識を深め、時
代の変化やニーズに合わせて柔
軟に対応できるよう努めます。

富士フイルムグループ（健）
矢野　清香

当健保組合では今「歩活」イベン
トを行っています。イベントが終
わっても歩く習慣が身について健
康意識が高まれば、と思います。
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来
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憶
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憶
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校
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し
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泥
ま
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っ
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…
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で
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…
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の
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。
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た
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。
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。
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、
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流
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流
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。
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光
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思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
銀
行
健
康
保
険
組
合

東
日
本
銀
行
健
康
保
険
組
合

常
務
理
事
　

常
務
理
事
　
石
川
石
川
　　
雅
和
雅
和

野
球
が
く
れ
た

野
球
が
く
れ
た

三
つ
の
風
景

三
つ
の
風
景

随 想
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と
い
う
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
見
え
な
い
も

の
を
「
は
か
る
」
最
先
端
技
術
で
、
誰
も
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ア
ン
リ
ツ
健
康
保
険
組
合
は
、
昭
和
39
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
リ
ツ
グ
ル
ー
プ
社
員

の
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
に
自
律
的
に
取
り

組
み
、
グ
ル
ー
プ
と
一
体
と
な
っ
て
健
康
経
営

を
実
現
し
、そ
の
実
践
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

健
保
組
合
ス
タ
ッ
フ
は
５
人
、
加
入
事
業
所

数
は
今
年
度
新
し
く
２
事
業
所
が
加
入
し
て
12

社
で
す
。
被
保
険
者
数
は
３
、０
６
３
人
、
扶

養
率
０
・
76
、健
康
保
険
料
率
は
86
・
０
‰
で
す
。

ア
ン
リ
ツ
は
今
年
、
健
康
経
営
優
良
法
人

初
回
I
T
面
談
の
導
入
と

手
厚
い
健
診
シ
ス
テ
ム
を
提
供

そこが聞きたい
保健事業保健事業

聞
き
手 

● 

澤
田
、
坂
本
（
広
報
委
員
）

ア
ン
リ
ツ
㈱
は
明
治
28
年
に
創
業
し
、
今
年

１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
日
本
の
情
報
通
信

の
黎
明
期
に
産
声
を
上
げ
て
以
来
、
常
に
最
先

端
技
術
を
追
い
求
め
る
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、

競
合
他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
独
自
の
「
は
か

る
」
技
術
を
も
っ
て
、主
に
通
信
分
野
と
食
品
・

医
薬
品
分
野
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

通
信
分
野
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
会

議
や
取
引
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
で
確
実
な
も
の
に
し
、
介
護
の
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
で
は
遠
方
に
い
る
ご
家
族
と
の

絆
を
よ
り
深
く
、
強
く
す
る
な
ど
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
豊
か
に
、
強
固
に
す
る

お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
品
分
野
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
弁
当
や
総

菜
に
異
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か
、
入
れ
忘
れ

た
食
材
は
な
い
か
、
医
薬
品
分
野
で
は
カ
プ
セ

ル
の
中
に
規
定
量
の
薬
品
が
正
し
く
入
っ
て
い

る
か
、
な
ど
を
品
質
検
査
機
で
確
認
し
、
食
品

ロ
ス
の
削
減
や
食
品
・
医
薬
品
の
安
全
性
・
信

頼
性
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

常
に
最
新
の
技
術
を
取
り
込
み
、
新
た
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
＆
ハ
イ
レ
ベ
ル
」
な
精
神
が
、
ア
ン
リ
ツ

に
は
創
業
以
来
脈
々
と
流
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ア
ン
リ
ツ
は
『「
は
か
る
」
を
超
え
る
。
限

界
を
超
え
る
。
共
に
持
続
可
能
な
未
来
へ
。』

「
は
か
る
を
超
え
る
」最
先
端
技
術
で

創
業
１
３
０
周
年

アンリツ健康保険組合アンリツ健康保険組合
加入者の健康維持・増進に資する保健事業と加入者の健康維持・増進に資する保健事業と
業務のデジタル化の推進を業務のデジタル化の推進を

▲ 健保組合職員のみなさん。左から西澤常務理事、後藤主任、▲ 健保組合職員のみなさん。左から西澤常務理事、後藤主任、
留分職員、馬場事務長留分職員、馬場事務長

▲ アンリツの130年の歩みを、見て学べるアンリツギャラリー。▲ アンリツの130年の歩みを、見て学べるアンリツギャラリー。
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２
０
２
５
「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」
を
取
得
し
、

本
制
度
が
開
始
さ
れ
た
２
０
１
６
年
度
か
ら
、

通
算
７
回
目
の
認
定
と
な
り
ま
す
。
そ
の
過
程

で
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
が
低
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
改
善
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
従
来
は
、
本
社
地
区
と
東
北
地

区
を
中
心
に
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
初
回
面
談
を
Ｉ
Ｔ
面

談
に
統
一
す
る
な
ど
し
て
、
国
内
全
域
で
実
施

す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者

に
つ
い
て
は
健
診
の
委
託
先
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
実
施
率
が
低
迷
し
て
お
り
、
今
後

の
改
善
が
課
題
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
は
、
35
歳
以
上
の
被
保
険
者
・

被
扶
養
配
偶
者
が
対
象
で
す
。
昨
年
度
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の
多
か
っ
た
自
己
負
担

に
つ
い
て
、今
年
度
よ
り
低
減
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
健
保
組
合
か
ら
ド
ッ
ク
基
本
料

金
の
73
％
（
上
限
あ
り
）
を
補
助
す
る
た
め
、

約
１
万
５
、０
０
０
円
の
自
己
負
担
で
受
診
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
実
施
す
る
定
期
健
診
で
は
、
大
腸

が
ん
検
診
・
胃
部
検
診
な
ど
、
健
保
組
合
の
が

ん
検
診
も
付
随
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
定
期

健
診
は
、
事
業
所
内
で
の
集
団
健
診
と
し
て
お

り
、
就
業
時
間
中
に
1
〜
2
時
間
で
受
診
で
き

る
う
え
、
健
保
組
合
が
ん
検
診
も
自
己
負
担
な

し
で
受
診
で
き
る
こ
と
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
よ

り
も
気
軽
に
受
診
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

し
た
。

一
方
で
、
健
保
組
合
と
し
て
は
、
定
期
健
診

よ
り
も
健
診
項
目
の
多
い
人
間
ド
ッ
ク
を
推
奨

し
、
自
己
負
担
率
低
減
な
ど
の
施
策
を
進
め
る

こ
と
で
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
の
さ
ら

な
る
利
便
性
と
運
営
負
荷
の
低
減
を
目
指
し

て
、
契
約
医
療
機
関
の
追
加
や
受
診
ス
キ
ー
ム

の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
若
い
年
齢

層
で
も
発
症
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
年
齢
を

受
診
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

女
性
被
保
険
者
の
た
め
の
健
診
で
は
、
本
社

地
区
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
含
む
婦
人
科
に
対

応
し
た
検
診
車
に
よ
る
巡
回
婦
人
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
社
以
外
は
、
郵
送
で
婦
人
検
診

を
案
内
し
、
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

被
扶
養
者
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
35
歳
以
上

は
生
活
習
慣
病
健
診
、
35
歳
未
満
に
は
法
定
健

診
に
婦
人
科
を
プ
ラ
ス
し
た
定
期
健
診
を
用
意

し
、
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

歯
科
健
診
は
簡
易
健
診
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
を
３
年
に
１
回
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
国
民

皆
歯
科
健
診
の
機
運
の
高
ま
り
も
あ
り
、今
後
、

毎
年
予
算
を
取
る
よ
う
方
針
を
変
更
し
ま
し

た
。多

岐
に
わ
た
る
疾
病
予
防
事
業
を
加
入
者
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、
紙
媒
体
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

を
効
果
的
に
併
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
誌
「
Ｋ
ｅ
ｎ
ｐ
ｏ
」
は
年
２
回
発
行
し
、

全
被
保
険
者
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
被
保

紙
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
双
方
の
長
所
を
活
か
し
た

保
健
事
業
P
R
と
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

で
す
。
登
録
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
導
入
当
初

は
半
年
に
１
回
し
か
で
き
な
か
っ
た
新
規
登
録

を
、
中
途
採
用
の
従
業
員
が
増
え
た
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
て
、
毎
月
行
え
る
よ
う
に
変
更
し
ま

し
た
。

ま
た
、
健
保
組
合
基
幹
サ
イ
ト
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

Ｏ 

Ｗ
ｅ
ｂ
」
も
活
用
し
、
補
助
金
申
請
に
利

用
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
接

種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
医
療
機
関
で

接
種
を
受
け
た
後
、
補
助
金
を
申
請
し
ま
す
。

領
収
書
の
画
像
を
送
信
す
る
こ
と
で
補
助
金
を

申
請
で
き
る
た
め
、
事
務
手
続
き
の
合
理
化
・

簡
略
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
被

保
険
者
・
被
扶
養
者
の
医
療
費
照
会
や
被
扶
養

者
資
格
確
認
も
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ 

Ｗ
ｅ
ｂ
」
上

で
行
う
な
ど
、
今
後
も
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

12
月
の
保
険
証
廃
止
に
向
け
て
、
10
月
頃
に

は
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
現
在

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
円
滑
な
切
り
替
え
を
後
押

し
す
る
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
新
規
加
入

事
業
所
に
よ
る
被
保
険
者
数
の
増
加
も
あ
る
た

め
、
各
事
業
主
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
登
録
率
・
利
用
率
の
向
上
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い

ほ
ど
、
手
厚
い
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
が
印
象

的
で
し
た
。
加
入
者
の
健
康
維
持
・
増
進
を
第

一
に
、
そ
の
実
現
に
資
す
る
保
健
事
業
を
目
指

し
て
、
常
に
検
討
と
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

険
者
の
手
も
と
に
直
接
届
け
ら
れ
る
媒
体
で
あ

る
た
め
、
健
保
組
合
の
保
健
事
業
や
健
康
情
報

は
も
と
よ
り
、
予
算
・
決
算
の
お
知
ら
せ
の
ほ

か
、
こ
こ
数
号
は
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
特

集
な
ど
を
掲
載
し
、
登
録
と
利
用
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

健
保
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
健
康
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
Ｕ
ｐ
」
も
活
用
し

て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
健
診
結

果
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
う
え
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ラ
リ
ー
や
健
康
値
改
善
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど

の
健
康
イ
ベ
ン
ト
で
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
現
在
、被
保
険
者
の
登
録
率
は
約
半
数
で
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
は
１
割
程
度
と
伸
び
悩
み
気
味▲被保険者と健保組合の情報の架け橋「Kenpo」。ホームページにも掲載しています。▲被保険者と健保組合の情報の架け橋「Kenpo」。ホームページにも掲載しています。



（10）

当
連
合
会
の
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
の
活
動
状
況
は
、
令
和
６

年
度
事
業
の
評
価
と
反
省
に
併
せ
て
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
の

具
体
化
を
各
委
員
会
に
て
作
成
し
た
。
ま
た
、
常
任
理
事
会
、
理
事

会
を
開
催
し
、
総
会
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。
６
月
25
日

に
第
1
6
5
回
総
会
を
開
催
し
た
結
果
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、

収
入
支
出
決
算
に
つ
い
て
参
加
組
合
の
全
員
の
賛
成
を
持
っ
て
承
認

さ
れ
た
。

講
習
会
は
５
月
13
日
に
新
入
職
員
講
習
会
、
５
月
22
日
に
は
柔
整

等
療
養
費
講
習
会
、
ま
た
健
康
経
営
の
普
及
促
進
を
図
る
べ
く
、
６

月
11
日
に
は
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

●
組
合
業
務
推
進
委
員
会

４
月
16
日
（
水
）

　

連
合
会
事
務
所

６
月
10
日
（
火
）

　

連
合
会
事
務
所

●
医
療
対
策
委
員
会

４
月
25
日
（
金
）

　

連
合
会
事
務
所

６
月
26
日
（
木
）

　

連
合
会
事
務
所

●
健
康
開
発
事
業
委
員
会

５
月
８
日
（
木
）

　

連
合
会
事
務
所

●
Ｗ
Ｇ
定
例
会

６
月
20
日
（
金
）

　

連
合
会
事
務
所

●
新
入
職
員
講
習
会

５
月
13
日
（
火
）

　

神
電
け
ん
ぽ
会
館

●
柔
整
等
療
養
費
講
習
会

５
月
22
日
（
木
）

　

神
奈
川
中
小
企
業

　

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

●
常
任
理
事
会

４
月
10
日
（
木
）

　

連
合
会
事
務
所

５
月
21
日
（
水
）

　

連
合
会
事
務
所

●
理
事
会

６
月
５
日
（
木
）

　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ム

●
監
事
会

５
月
14
日
（
水
）

　

連
合
会
事
務
所

●
第
1
6
5
回
総
会
（
決
算
）

６
月
25
日
（
水
）

　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ム

●
広
報
委
員
会

４
月
18
日
（
金
）

　

連
合
会
事
務
所

●
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

６
月
11
日
（
水
）

　

神
電
け
ん
ぽ
会
館

　
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

●
健
保
連
か
な
が
わ
１
０
０
キ
ロ

ウ
ォ
ー
ク

４
月
26
日
（
土
）

　

湘
南
海
岸
か
ら
ア
オ
バ
ト
を

追
い
大
磯
へ

５
月
24
日
（
土
）

　

多
摩
川
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
か

ら
ソ
ラ
ム
ナ
ー
ド
羽
田
緑
地

を
歩
く

６
月
28
日
（
土
）

　

逗
子
散
策
・
披
露
山
の

　

あ
じ
さ
い
観
賞

▲6月25日　第165回総会

▲4月26日　健保連かながわ１００キロウォーク

▲5月24日　健保連かながわ１００キロウォーク

▲5月13日　新入職員講習会

▲6月11日　健康経営セミナー ▲5月22日　柔整等療養費講習会
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柔
整
等
療
養
費

相
談
室

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
５
件
）

●
相
談
予
定
日

随
時
受
付

組
合
業
務

相
談
室

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
11
件
）

▽
適
用
関
係
…
…
…
…
…
３
件

▽
給
付
関
係
…
…
…
…
…
３
件

▽
経
理
関
係
…
…
…
…
…
１
件

▽
庶
務
関
係
…
…
…
…
…
４
件

●
相
談
予
定
日

随
時
受
付

第
三
者
行
為

相
談
室

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
９
件
）

▽
自
賠
責
・
任
意
保
険
…
２
件

▽
示
談
…
…
…
…
…
…
…
１
件

▽
請
求
…
…
…
…
…
…
…
１
件

▽
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
５
件

●
相
談
予
定
日

随
時
受
付

柔
整
等
療
養
費

専
門
医
相
談
室

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
３
件
）

●
相
談
予
定
日

随
時
受
付

●
特
別
研
究
会
Ⅰ

６
月
20
日
（
金
）

　

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

　

16
組
合　

48
名

●
行
事
予
定

９
月
11
日
（
木
）

　

健
康
教
室

11
月
７
日
（
金
）

　

職
員
研
修
会

11
月
13
日
（
木
）

　

特
別
研
究
会
Ⅱ

●
定
例
総
会
（
決
算
）

６
月
13
日
（
金
）

　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ム

　

15
組
合　

31
名

●
行
事
予
定

７
月
９
日
（
水
）

　

保
健
事
業
等
研
修
会

９
月
３
日
（
水
）

　

特
別
研
修
会

10
月
８
日
（
水
）

　

一
般
教
養
研
修
会
①

11
月
12
日
（
水
）

　

一
般
教
養
研
修
会
②

12
月
４
日
（
木
）

　

時
勢
研
修
会

総
合
部
会

●
決
算
総
会

５
月
22
日
（
木
）

　

富
士
通
健
保
組
合

　

ヴ
ィ
ラ
伊
豆

　

19
組
合　

25
名

●
職
員
研
修
会
（
１
）

５
月
28
日
（
水
）

　

崎
陽
軒
本
店

　

16
組
合　

42
名

総
合
部
会

●
行
事
予
定

８
月
１
日
（
金
）

　

定
例
部
会

　

東
芝
健
保
組
合

９
月
３
日
（
水
）

　

職
員
研
修
会
（
２
）

10
月
10
日
（
金
）

　

健
康
づ
く
り
行
事

11
月
７
日
（
金
）
〜
８
日
（
土
）

　

現
地
視
察
研
修
会

12
月
５
日
（
金
）

　

定
例
部
会

　

富
士
通
健
保
組
合

●
職
員
研
修
（
宿
泊
）

５
月
15
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

　

エ
ク
シ
ブ
軽
井
沢

　

10
組
合　

21
名

●
５
月
例
会
（
決
算
総
会
）

５
月
26
日
（
月
）

　

崎
陽
軒
本
店
会
議
室

　

32
組
合　

56
名

●
職
員
研
修
（
日
帰
り
）

６
月
19
日
（
木
）

　

新
横
浜
ラ
ー
メ
ン
博
物
館

　

21
組
合　

41
名

●
行
事
予
定

９
月
５
日
（
金
）

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

10
月
17
日
（
金
）

　

事
務
研
究
会

11
月
14
日
（
金
）
〜
15
日
（
土
）

　

常
務
理
事
・
事
務
長
研
修
会

12
月
９
日
（
火
）

　

12
月
例
会

●
決
算
総
会

５
月
15
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

　

四
季
倶
楽
部
フ
ォ
レ
ス
ト
箱
根

　

16
組
合　

30
名

総
合
部
会

総
合
部
会

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
３
件
）

▽
資
格
喪
失
後
受
診
等
の
請
求

業
務
…
…
…
…
…
…
…
１
件

▽
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
２
件

法
律
相
談
状
況
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発
行

　健
康
保
険
組
合
連
合
会
神
奈
川
連
合
会

横
浜
市
中
区
尾
上
町
四
ノ
四
七

（
リ
ス
ト
関
内
ビ
ル
）

電

　話

　〇
四
五（
641
）七
三
七
〇

F
A
X

　〇
四
五（
664
）三
七
六
五

８
月
も
い
よ
い
よ
終
盤
。
夏
と
い
え
ば
、

花
火
大
会
や
お
祭
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
海
水
浴
な

ど
楽
し
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！　

皆
さ

ま
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？　

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
毎
年
の
よ
う

に
暑
さ
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
で
も
夏
の
終
わ
り
が
近
づ
く
と

少
し
寂
し
く
感
じ
ま
す
ね
。

さ
て
、
今
回
は
「
健
保
連
か
な
が
わ

１
０
０
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク
」
に
つ
い
て
少
し
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
０
０
キ
ロ

ウ
ォ
ー
ク
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
毎
月
１
回
、

原
則
第
４
週
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
神
奈
川
県
内
に
住
ん

で
い
て
も
意
外
と
知
ら
な
い
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

を
巡
り
、
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、〝
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る
体
に
優
し
い

運
動
〞
と
い
う
の
も
魅
力
で
す
。
今
年
か
ら

は
熱
中
症
予
防
と
し
て
、
７
月
・
８
月
の
開

催
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
９
月

よ
り
再
開
い
た
し
ま
す
。

夏
の
間
は
暑
く
て
な
か
な
か
外
に
出
ら
れ

な
か
っ
た
、
と
い
う
方
も
、
少
し
ず
つ
涼
し

く
な
っ
て
い
く
こ
の
季
節
に
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？　

皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

マイナ保険証ならではのメリット

過去のお薬・診療データに基づく、より良い医療が受けられる
突然の手術・入院でも高額支払いが不要になる
救急現場で、搬送中の適切な応急処置や病院の選定などに活用される

過去のお薬・診療データに基づく、より良い医療が受けられる
突然の手術・入院でも高額支払いが不要になる
救急現場で、搬送中の適切な応急処置や病院の選定などに活用される

健康保険証が令和７年12月１日をもって使えなくなります
マイナ保険証への切り替えがお済みでない方はお早めに!!
健康保険証が令和７年12月１日をもって使えなくなります
マイナ保険証への切り替えがお済みでない方はお早めに!!
健康保険証が令和７年12月１日をもって使えなくなります
マイナ保険証への切り替えがお済みでない方はお早めに!!

・健康保険証利用登録をしたマイナンバーカードが、マイナ保険証です。
利用登録は、医療機関・薬局の受付窓口に設置されている顔認証付きカー
ドリーダーなどで簡単にできます。
・マイナ保険証を利用する際は、マイナンバーカードの電子証明書の有効期
限※にご注意ください。

※マイナンバーカードの有効期限は10年（未成年者は5年）ですが、カードに格納されて
いる電子証明書の有効期限は5年です。

マイナ保険証（マイナンバーカード）をお持ちでない場合
有効期限
令和７年12月１日まで
（翌日以降完全廃止）
※令和７年12月１日までに有効
期限を迎える場合や転居・転職
などで加入する保険者が変わる
場合はその時点までです。

※今お持ちの健康保険
証の有効期限までは
無償交付。それ以降
の更新・再発行は有
償になる場合もあり
ます。

事前登録すれば、9月からマイナ保険証がスマホ搭載でも使える！
マイナンバーカードの
保険証利用について
もっと知りたい方は
厚労省ホームページへ。

マイナ保険証





（今お持ちの）

健康保険証 資格確認書

マイナンバー
総合フリーダイヤル
平日9：30～20：00 土日祝9：30～17：30（年末年始を除く）
※紛失・盗難によるマイナンバーカードの一時利用停止については24時間365日受付

0120-95-0178
マ　 イ　ナン バー


